
９．産業と技術革新の基盤をつくろう

（概要版）大妻中野中学校3年5組

「産業と技術革新の基盤を作る」とは

産業や技術発展に貢献する企業の活動例

■発展途上国のインフラ開発を促進させる取り組み

◆産業の発展のためには、「電気」「水道」「インターネット」などの
インフラの整備が不可欠

◆安定した電力供給やインターネットの設備がないと、企業の進出が難しく
経済が豊かにならない

◆安心して利用できる水道設備がないと、「水汲み」の作業が不可欠となり
結果として子供たちの教育の機会が奪われることに繋がる

■ Info connect（https://info-con.co.jp/）

◆Web活用でビジネス革新に貢献するべくSDGsに積極的に取り組む企業

アフリカなどで起こっている問題の解決に不可欠

■みんな電力（https://minden.co.jp/）

◆「顔の見える電力」というサービスを実現し、選択の自由という新たな価値
を創造して再生可能エネルギーの振興に努めている企業

■ watly（https://watly.co/）

◆イタリア人とスペイン人が携わるwatly社という新興企業が開発している機器
◆「世界最大のソーラーコンピュータ」とも言われ、太陽光を利用した発電だ

けでなくその電力を用いて、1日5000リットルの飲料水を精製する水処理
システム、インターネットサービスを提供することができる

◆大手企業の支援やクラウドファンディングを利用して資金調達をして活動中

今の私たちにできること

「４．質の高い教育をみんなに」と大きく関係

「こういった状況や活動を多くの人に知ってもらうこと」や「これらの支援団体が
少しでも広く活動できるように活動資金となる寄付や募金をすること」

普段の何気ない生活を振り返り、無駄をなくして少しでも力になろうとすること
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